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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】多様な形態の被作業物のポリウレタンフォーム
の発泡作業を手軽にできる、発泡ウレタンディスペンサ
ーを提供する。
【解決手段】発泡ウレタン圧力容器の排出部に結合され
るディスペンシングアダプター１は排出部に連通可能に
結合される連通結合部１１１が形成された排出管１１と
排出管１１の外側から排出管１１の長さ方向の横方向に
延長された操作レバー１２を持つアダプター本体１０及
び挿入方向に沿って形成された連通中孔と挿入反対方向
への離脱を防止する引っかけ突起を持って排出管１１に
挿入され噛み合い結合される噛み合い結合部と噛み合い
結合部から延長されて連通中孔と連通される排出管１１
から排出される発泡ウレタンを吐出する少なくとも一つ
の吐出孔を持つノズル本体と吐出孔の先端を含めて吐出
孔の軸線に横方向に延長形成されたガイドグルーブを持
つ噴射ノズル部材２０を含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発泡ウレタン圧力容器の排出部に結合されるディスペンシングアダプターにおいて、前
記排出部に連通可能に結合される連通結合部が形成された排出管と前記排出管の外側にお
いて前記排出管の長さ方向に対して横方向に延長された操作レバーを持つアダプター本体
、及び挿入方向に沿って形成された連通中孔と挿入反対方向への離脱を防止する引っかけ
突起を持って前記排出管に挿入され噛み合い結合される噛み合い結合部と前記噛み合い結
合部から延長されて前記連通中孔と連通になり、前記排出管から排出される発泡ウレタン
を吐出する少なくとも一つの吐出孔を持つノズル本体と前記吐出孔の先端を含め、前記吐
出孔の軸線に対して横方向に延長形成されたガイドグルーブを持つ噴射ノズル部材を含む
ことを特徴とする発泡ウレタンディスペンサー。
【請求項２】
　前記ガイドグルーブはＶ型断面形状を持つことを特徴とする請求項１記載の発泡ウレタ
ンディスペンサー。
【請求項３】
　前記吐出孔は、吐出先端領域は吐出先端に行けばいくほど前記吐出孔の吐出領域が漸進
的に狭くなることを特徴とする請求項１または２記載の発泡ウレタンディスペンサー。
【請求項４】
　前記ノズル本体が挿入されて噛み合い結合可能に形成された噛み合い結合孔と前記ノズ
ル本体に噛み合い結合されて前記ガイドグルーブの長さ方向に沿って延長された拡張ウイ
ングを持つ噴射ガイドを更に含むことを特徴とする請求項１～３のいずれか一つに記載の
発泡ウレタンディスペンサー。
【請求項５】
　前記排出管と前記ノズル本体の中、少なくとも一つから延長形成され前記ガイドグルー
ブと被作業物間の方向、距離及び位置を維持するようにガイドする間隔ガイド及び方向ガ
イドを更に含むことを特徴とする請求項１～４のいずれか一つに記載の発泡ウレタンディ
スペンシンサー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は発泡ウレタンディスペンシングアダプター(Foamed Urethane Dispensing Adap
ter)に関するもので、より詳しくは一液型発泡ウレタン供給部が結合されるアダプター本
体に簡単に連結でき、多様な形態の被作業物に効果的に発泡ウレタンを発泡することがで
きる発泡ウレタンディスペンシングアダプターに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に発泡ウレタンディスペンシングアダプターは排出管と噴射ノズルを持つ。この
構成の中で排出管は管形状に設けられ、排出先端部には噴射ノズルが装着されるが、排出
管と噴射ノズルは相互装着されるための結合部を持つ。この場合、排出管の結合部に対応
する結合部を持つ噴射ノズルだけが排出管に装着できる。
【０００３】
　しかし、発泡ウレタンアダプター本体の排出管が何の結合部も持たない場合は、噴射ノ
ズルを使用できない不便さがある。また、排出管に噴射ノズルを装着して発泡作業をする
場合も一般的な噴射ノズルは一般的な円形噴射孔を通して発泡ウレタンを噴射するため、
被作業物の広い部分及び狭い部分の全てに発泡ウレタンを充填しようとする時は発泡作業
がとても困難となる。従って、発泡作業の種類によって噴射ノズルを交替して作業をしな
ければならず、作業時間が長時間掛かることと、隙間のような狭いところの発泡ウレタン
発泡作業はとても難しいので作業の生産性が落ちる問題点がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　本発明の目的は構成の組み立てが簡単であり、多様な形態の被作業物のポリウレタンフ
ォームの発泡作業を手軽くすることができる発泡ウレタンディスペンサーを提供すること
である。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記本発明の目的を達成するための発泡ウレタン供給部の排出部に結合するディスペン
シングアダプターは、前記排出部に連通可能に結合される連通結合部が形成された排出管
と前記排出管の外側において前記排出管の長さ方向に対して横方向に延長された操作レバ
ーを持つアダプター本体及び、挿入方向に沿って形成された連通中孔と挿入反対方向の離
脱を防止する引っかけ突起を持ち、前記排出管に挿入されて噛み合い結合される噛み合い
部と、前記噛み合い部から延長され前記連通中孔と連通され前記排出管から排出される発
泡ウレタンを吐出する少なくとも一つの吐出孔を持つノズル本体と、前記吐出孔の先端を
含む前記吐出孔の軸線に対して横方向に延長形成されたガイドグルーブを持つディスペン
シングアダプターを含む。噛み合い部が排出管に簡単に結合されることができ、発泡ウレ
タンの噴射形態が一の方向では薄く、他の方向では広い形態を持つため、被作業物の広い
部分と狭い部分の発泡ウレタン作業を容易くすることができ、作業効率性を向上すること
ができる。
【０００６】
　ここで、前記ガイドグルーブがV型断面形状を持つと発泡ウレタンの噴射形態が薄くて
広く広がるため、狭い隙間、広い面、及び多様な形態をもつ被作業物の部位へと発泡ウレ
タン作業ができ、望ましい。
【０００７】
そして、前記吐出孔が、吐出先端領域の吐出先端の方に行けばいくほど前記吐出孔の吐出
領域が漸進的に狭くなるように形成されていると、発泡ウレタンが吐出孔から吐出及び噴
射直前に圧力が増加し、ガイドグルーブを通して噴射される時に噴射力が増加されるため
望ましい。
【０００８】
　ここで、前記ノズル本体が挿入され噛み合い結合が可能に形成された噛み合い結合孔と
前記ノズル本体に噛み合い結合され前記ガイドグルーブの長さ方向に沿って延長された噴
射ガイドを更に含むと、発泡ウレタンの噴射形態を分かることが出来て望ましい。
【０００９】
　また、前記排出管とノズル本体の中で少なくとも一つから延長形成されて前記ガイドグ
ルーブと被作業物の間の方向、距離、及び位置を維持するようにガイドする間隔ガイド及
び方向ガイドを更に含むと、被作業物に対する正確な発泡厚さで作業を行うことができ、
正確な箇所に対して発泡作業を簡易に行えるため望ましい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によって噛み合い部が排出管に簡単に結合することが出来て、発泡ウレタンの噴
射形態が一の方向では薄くて他の方向では広い形態を持つため、被作業物の広い部分と狭
い部分の発泡ウレタン発泡作業を簡易に行うことができ作業効率性を向上させる効果があ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は本発明による発泡ウレタンディスペンシングアダプターの概略図
【図２】図2は噴射ノズル部材の詳細図
【図３】図3は噴射ノズル部材の装着動作図
【図４】図4は噴射ガイド部材の装着例示図
【図５】図5は間隔ガイドと方向ガイドの例示図
【発明を実施するための形態】
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【００１２】
　以下、添付された図面を参照しながら本発明の望ましい実施例による発泡ウレタンディ
スペンシングアダプター(1)を詳しく説明する。
【００１３】
　図１は本発明による発泡ウレタンディスペンシングアダプター(1)の概略図であり、図2
は噴射ノズル部材(20)の詳細図、図3は噴射ノズル部材(20)の装着動作図、図4は噴射ガイ
ド(30)の装着例示図、図5は間隔ガイド(40)と方向ガイド(50)の例示図である。
【００１４】
　ディスペンサー(1)はアダプター本体(10)、噴射ノズル部材(20)、噴射ガイド部材(30)
、間隔ガイド(40)及び方向ガイド(50)を含む。アダプター本体(10)は排出管(11)と操作レ
バー(12)を持つ。排出管(11)は発泡ウレタン供給部(2)の排出部に連通可能に結合される
連通結合部(111)が形成される。発泡ウレタン供給部(2)の排出部はバルブステムに設けら
れ、このバルブステムは排出管(11)の外側において排出管(11)の長さ方向に対して横方向
に延長された操作レバー(12)によって傾斜に変位されバルブステム下段部が開くことにな
り、ガス圧力を受けている液状のポリウレタンがバルブステムの中空部を通して押し出さ
れる。押し出されたポリウレタンはバルブステムに連結結合された連結結合部(111)、排
出管(11)及び後述する噴射ノズル部材(20)を通してターゲット部位にディスペンシングさ
れる。
【００１５】
　噴射ノズル部材(20)は噛み合い結合部(21)、ノズル本体(22)、及びガイドグルーブ(23)
を持つ。噛み合い結合部(21)は、排出管(11)に挿入されて噛み合い結合される。噛み合い
結合部(21)は、連通中孔(211)、引っかけ突起(212)及び上面部(213)を持つ。連通中孔(21
1)は、排出管(11)と噛み合う挿入方向に沿って形成される。引っかけ突起(212)は、挿入
反対方向に離脱を防止するように噛み合い結合部(21)の外側に挿入反対方向で顎形状(さ
かとげ形状)を持つ。上面部(213)は、ノズル本体(22)を支持する。
【００１６】
　ノズル本体(22)は、噛み合い結合部(21)から延長されて形成される。ノズル本体(22)は
、吐出孔(221)、止め壁(222)及びガイド突起(223)を持つ。吐出孔(221)は、連通中孔(211
)と連通される。吐出孔(211)は、排出管(11)から排出される発泡ウレタンを吐出する。吐
出孔(221)の吐出先端領域は、吐出先端の方に行くほど吐出孔(221)の吐出領域が漸進的に
狭くなる形状を持つ。
【００１７】
　止め壁(222)は、ガイドグルーブ(23)の外側にガイドグルーブと平行に噴射方向に突出
されて形成される。止め壁(222)は、発泡ウレタンが噴射される方向に沿ってガイドグル
ーブ(23)より更に延長して形成されることが望ましい。これは発泡作業の時、作業者が床
に当てて噴射ノズル部材(20)を押したりする様々な外部衝撃からガイドグルーブ(23)を保
護するためのものである。
【００１８】
　ガイド突起(223)は、後述する噴射ガイド部材(30)のガイドホーム(311)に収容され、噴
射方向に沿ってスライディングされながら装着を案内するようにノズル本体(22)の外側に
形成される。
【００１９】
　ガイドグルーブ(23)は、吐出孔(221)の先端を含めて吐出孔(221)の軸線に対して横方向
に延長形成される。ガイドグルーブ(23)は、V型断面形状を持つ。ガイドグルーブ(23)は
、ノズル本体(21)の発泡ウレタンが噴射される側の板面上で吐出孔(221)を間において互
いに平行な一対の陥没基準線から互いに接近するよう内向きの陥没角度を持って一方に向
けて陥没形成される。ガイドグルーブ(23)は、左噴射傾斜面(231)と右噴射傾斜面(232)を
持つ。ガイドグルーブ(23)は、吐出孔(221)と連通される。相違する内向きの陥没角度を
持つ複数のガイドグルーブを設けることも可能である。
【００２０】
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　装着ガイド(24)は、排出管(11)に装着突起が形成されている場合、長さ方向に沿って装
着突起に装着されるようにする溝形状を持って形成される。これによって、噴射ノズル部
材(20)がアダプター本体(10)に正確な方向に装着できる。
【００２１】
　噴射ガイド部材(30)は、噛み合い結合孔(31)と拡張ウイング(32)を持ってノズル本体(2
2)に装着される。噛み合い結合孔(31)は、ノズル本体(22)が挿入されて噛み合い結合可能
に形成される。噛み合い結合孔(31)は、ノズル本体(22)の外形に対応する形状を持つ。噛
み合い結合孔(31)は、ノズル本体(22)のガイド突起(223)を収容して噴射ウレタンの噴射
方向に沿って形成され噴射ガイド部材(30)の装着を案内する。
【００２２】
　拡張ウイング(32)は、ノズル本体(22)に噛み合い結合されガイドグルーブ(23)の長さ方
向に沿って延長形成される。拡張ウイング(32)は、板状に形成されることもあり、棒形状
に形成されることもある。拡張ウイング(32)は、横と縦の方向を作業者に提示する役割を
有するため長い形状を持っていれば良い。拡張ウイング(32)は、板状に設けられる場合、
長さ方向に沿い拡張ウイング(32)の中央領域に沿って突出するよう形成される。ウイング
支持部(312)は、拡張ウイング(32)全体の強度を堅固に維持する役割をする。
【００２３】
　間隔ガイド(40)は、拡張ウイング(32)から延長され形成されることもできるし、拡張ウ
イング(32)に結合することもできる。間隔ガイド(40)は、拡張ウイング(32)から発泡ウレ
タンの排出方向によって延長形成されてもよいし、ピストンとシリンダー形態に設けられ
伸張及び収縮されるように設けられる。これによって被作業物の種類及び作業の種類によ
って間隔を調節することができる。
【００２４】
　方向ガイド(50)は、拡張ウイング(32)から発泡ウレタンの排出方向と排出方向の横方向
に延長形成され、被作業物の作業面の横方向の側面に支持されるようにして作業方向に対
して正確に位置させられる。間隔ガイド(40)と方向ガイド(50)は、ガイドグルーブ(23)と
被作業物間の間隔と位置をガイドする。間隔ガイド(40)と方向ガイド(50)は、平らな被作
業物の作業面に沿ってローリング可能なローラーが設置されていることもある。間隔ガイ
ド(40)と方向ガイド(50)は、排出管(11)及びノズル本体(22)のうち、少なくとも一つから
延長形成され、ガイドグルーブ(23)と被作業物間の方向、距離、位置を維持するようにガ
イドする。
【００２５】
　図2は噴射ノズル部材(20)の詳細図である。 
　吐出孔(221)の先端を含めて吐出孔(221)の軸線に対して横方向に延長形成されたガイド
グルーブ(23)は、吐出孔(221)の直径より大きい離隔間隔を持つ互いに平行な一対の陥没
基準線からノズル本体(31)の上面で厚さ方向に陥没され形成される。ガイドグルーブ(23)
は、一対の陥没基準線で内向きの傾斜角を持ち、陥没しながらエッジ形状の谷を形成する
。ガイドグルーブ(23)は、左噴射傾斜面(231)と右噴射傾斜面(232)の2個の傾斜面を持つ
。ここで、左噴射傾斜面(231)と右噴射傾斜面(232)は、エッジ形状の谷から陥没が始まっ
たノズル本体(22)の板面に行くほど外向角が大きくなるように丸い形状に形成することも
できる。これによって、発泡ウレタンの噴射角が大きくなるため、広い領域に発泡ウレタ
ンを噴射させることができる。
【００２６】
　ガイドグルーブ(23)は、陥没深さと一対の陥没基準線間の間隔を調節して発泡ウレタン
の噴射角度を調節することができる。また発泡ウレタンの噴射速度を適切に調節すること
で発泡ウレタンの噴射角度を調節することができる。
【００２７】
　図3は噴射ノズル部材(20)の装着動作図である。
【００２８】
　図3の(a)は、排出管(11)の排出先端と噴射ノズル部材(20)の噛み合い結合部(21)が分離
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されている。
【００２９】
　図3の(b)は、排出管(11)の排出先端に噴射ノズル部材(20)の噛み合い結合部(21)が挿入
され、排出管(11)の内壁に対して引っかけ突起(212)が噛み合い結合することで装着され
ている。これによって、発泡ウレタン供給部(2)から供給される発泡ウレタンが吐出孔(22
1)を通して吐出されながらガイドグルーブ(23)の傾斜角に沿って、薄くて広い噴射形態を
持ちながら噴射することができる。
【００３０】
　ここで、噴射ノズル部材(20)の断面から見ることができるように、吐出孔(221)は、発
泡ウレタンの噴射方向に沿って吐出孔(221)の先端に行くほど発泡ウレタンの噴射方向及
び、ガイドグルーブ(23)の長さ方向に沿って拡張され形成されることもできる。また、吐
出孔(221)の吐出先端領域は、吐出先端の方に行くほど吐出孔(221)の吐出領域が漸進的に
狭くなる形状を持つことがある。これによって発泡ウレタンが噴射直前に圧力が増してガ
イドグルーブ(23)を通して噴射される時、噴射力が増加できる。吐出孔(221)は、発泡ウ
レタンの噴射方向に沿って吐出孔(221)の先端の方に行くほど発泡ウレタンの噴射方向及
び、ガイドグルーブ(23)の長さ方向に沿って縮小して形成することもある。これによって
、発泡ウレタンの噴射力を向上させ多様な作業にて活用できる。
【００３１】
　図4は噴射ガイド部材(30)の装着例示図である。
【００３２】
　図4の(a)は、噴射ガイド部材(30)の噛み合い結合孔(31)にノズル本体(22)が挿入される
前の状態である。
【００３３】
　図4の(b)は、噛み合い結合孔(31)のガイドホーム(311)にノズル本体(22)のガイド突起(
223)がスライディングして収容され、噴射ガイド部材(30)がノズル本体（２２）と噛み合
い結合することで装着されている。
【００３４】
　図5は間隔ガイド(40)と方向ガイド(50)の例示図である。
【００３５】
　拡張ウイング(32)がノズル本体(22)から発泡ウレタンの噴射方向の左右（横方向）、即
ちガイドグルーブ(23)の長さ方向で板状を持って長く延長されていて、間隔ガイド(40)と
方向ガイド(50)はガイドグルーブ(23)の長さ方向に対する横方向に拡張ウイング(32)と結
合され固定される。間隔ガイド(40)と方向ガイド(50)の末端領域にはローラーが設置され
て発泡作業時、被作業物を支持してローリングしながら発泡することができるため、作業
方向、作業位置、及び発泡ウレタン厚さなどの品質を均等に維持させることができる。方
向ガイド(50)は、被作業物の線状に形成された隙間に発泡ウレタンを発泡する場合、被作
業物の隙間の形状に対応する被作業物の表面または角などに支持することができる。方向
ガイド(50)は、円形状に形成された隙間の場合、円形状の中心を支持するように形成され
たものでもある。
【００３６】
　上記の実施例以外の変形された実施例を説明する。
【００３７】
　排出管(11)の長さ方向に沿ってノズル本体(22)の上面断面形状が吐出孔(221)から放射
状の断面形状を持ってガイドグルーブ(23)もノズル本体(22)の上面断面形状に対応して陥
没形成されることがある。これにより発泡ウレタンの噴射方向が放射状に形成されるよう
にできる。
【００３８】
　また、このような放射状の噴射部が複数形成されることにより大量に被作業物の広い部
分をより速やかに発泡作業することができる。
【００３９】
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　ガイドグルーブ(23)は、二つの傾斜面になっているがこの二つの傾斜面に噴射方向に沿
って複数の噴射溝が形成されることもある。これによりポリウレタンフォームが噴射溝に
沿って均等に被作業物に発泡できる。噴射溝は、噴射孔から噴射方向に沿って一対の陥没
基準線まで延長され形成されることもある。これによってより広い範囲に噴射することが
できる。
【００４０】
　噴射ホームは、噴射孔から噴射方向に沿って一対の陥没基準線の方に行けばいくほど広
く形成されることができる。これにより噴射角度がより大きくなることができる。また噴
射溝は、噴射孔から噴射方向に沿って一対の陥没基準線の方に行くほど狭く形成できる。
これによって、ポリウレタンフォームの噴射形状が広く噴射される形状と同時により薄く
噴射される形状を持つことができる。これにより狭い隙間にもポリウレタンフォームを容
易に発泡することができる。
【００４１】
　排出管(11)と噛み合い結合部(21)は、突出引掛り部と引っかけ収容部により引っかけ結
合をすることもできる。突出引掛り部は、排出管(11)から軸に向かって円周方向に沿って
突出形成される。突出引掛かり部は、帯形状を持つ。引っかけ収容部は、噛み合い結合部
(21)の円周方向に沿って陥没形成され、突出引掛かり部を収容して噛み合い結合部(21)の
噴射方向への離脱を防止する。突出引掛り部と引っかけ収容部は、複数設けられて噴射ノ
ズル部材(20)が排出管(11)に対して挿入程度を調整しながら結合させることができる。
【００４２】
　上面部(213)から離隔間隔を持って噛み合い方向に延長され、延長末端が相互接近可能
に形成される一対のスプレー調節部を持つこともある。一対のスプレー調節部は一対の陥
没基準線に平行な上面部(213)上の離隔間隔を持つ一直線の場合もある。
【００４３】
　ガイドグルーブ(23)は、エッジ形状の谷部分が柔軟に設けられたり、エッジ形状の谷部
分の軸を中心に左噴射傾斜面と右噴射傾斜面が回動され左噴射傾斜面と右噴射傾斜面によ
り形成された噴射角を変更させるようにできる。排出管(11)の管径は、上面部(213)の直
径より小さく形成され、一対のスプレー調節部が挿入される程度によって一対のスプレー
調節部分の延長末端が相互接近される。これによって左噴射傾斜面と右噴射傾斜面がエッ
ジ形状の谷部分の軸を中心に外向きに回動され、内向きの陥没角度を大きくさせることが
できる。
【００４４】
　排出管(11)に支持され、発泡ウレタンの排出方向の方に行けばいくほど小さい断面形状
を持ち、噛み合い結合部(21)の排出管(11)に対する噛み合い結合の程度によって連通中孔
(211)の発泡ウレタンの通過断面を減少させ、ガイドグルーブ(23)から噴射される発泡ウ
レタンの噴射速度を調節する噴射速度調節部を持つこともある。
【００４５】
　噴射速度調節部は、噛み合い結合部(21)の既設定された長さを考慮して蜘蛛の巣形状で
支持される支持部を設けることができる。調節体の形状は、丸い形状ではなく、調節体の
外側が連通中孔(211)を防げることを考慮して発泡ウレタンが通過できるように調節体の
外側に発泡ウレタンの移動方向に沿って移動溝が形成されることもある。また調節体の発
泡ウレタンの移動方向の横方向に対する中央領域には発泡ウレタンが移動可能なフォーム
移動孔が形成されることもある。
【００４６】
　上記のポリウレタンフォームスプレー噴射ノズル部材(1)によって噛み合い結合部(21)
が排出管(11)に手軽く結合されることができ、発泡ウレタンの噴射形態が一の方向では薄
くて他の方向では広い形態を持つため、被作業物の広い部分と狭い部分の発泡ウレタンの
発泡作業を簡単にすることができ、作業効率性を高めることができる。
【００４７】
　ガイドグルーブ(23)はＶ型断面形状を持つため、発泡ウレタンの噴射形態が薄くて広く
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広がり、狭い隙間、広い面及び多様な形態を持つ被作業物の部位に発泡ウレタンの発泡作
業を容易に行うことができるため、作業性が向上される。
【００４８】
　吐出孔(221)は、吐出領域が漸進的に狭くなる形状を持つことにより、発泡ウレタンが
吐出孔(221)から吐出及び噴射直前に圧力が増加してガイドグルーブ(23)を通して噴射さ
れる時、噴射力が増加することができるため、広い範囲に対して発泡作業を行うことがで
き、作業効率性が向上される。噴射ガイド部材(30)によって発泡ウレタンの噴射形態が分
かるため、発泡作業が始まる時も正確な噴射形態で作業可能であり、発泡作業の正確性が
向上される。間隔ガイド及び方向ガイドによって被作業物に対する正確な発泡厚さで作業
を行うことができるため、正確な箇所に発泡作業を容易に行うことができ、発泡作業の品
質が向上される。
【符号の説明】
【００４９】
1．アダプター　　　　　　　2．発泡ウレタン供給部
3．被作業物　　　　　　　　10．アダプター本体
11．排出管　　　　　　　　　12．操作レバー
20．噴射ノズル部材　　　　　21．噛み合い結合部
22．ノズル本体　　　　　　　23．ガイドグルーブ
24．装着ガイド　　　　　　　30．噴射ガイド部材
31．噛み合い結合孔　　　　　32．拡張ウイング
40．間隔ガイド　　　　　　　50．方向ガイド
111．連結結合部　　　　　　211．連通中孔
212．引っかけ突起　　　　　213．上面部
221．吐出孔　　　　　　　　222．止め壁
223．ガイド突起　　　　　　231．左噴射傾斜面
232．右噴射傾斜面　　　　　311．ガイドホーム
312．ウイング支持部
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